
（別添資料）厚生労働省保険局長通知・保発0710第１号「マイナンバーカードによるオンライン資格確認を行うことができない場合の対応について」等に基づく医療機関窓口での健康保険資格確認業務のフロー（未定稿）

【これまでの対応】

→ 有効な保険証が確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

↑

→ →

持参を忘れた等の場合、一旦10割分

徴収する等の対応（未収金発生防

止）

→
後刻、有効な保険証の確認ができれ

ば精算等の対応

→
有効な保険証の交付を受けていない

（国保資格証明書もない）
→

自費診療扱い

※医療費の全額(10割)とされている

が、健保点数に基づかない請求であ

ることが不明確

→ レセプト請求発生せず

→ 国保資格証明書を確認した → 健保点数により10割負担を徴収 → 「特別療養費」としてレセプト提出

【7月10日付局長通知、７月４日付事務連絡で求められた対応】

→ → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→ → 保険資格の異動はない → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 保険資格の異動がある → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→

確認できなかった

・「資格（無効）」「資格情報な

し」と表示された場合

・機器不良等のトラブルにより資格

確認できない場合

※マイナンバーカードを見ただけで

はそもそも資格情報が紐づけされて

いるかどうかの確認が不可能

→ → → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→ → 保険資格の異動はない → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 保険資格の異動がある → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→ できなかった → → → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→ → 保険資格の異動はない → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 保険資格の異動がある → → 照合確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 → レセプト請求（窓口徴収分以外の

→ 照合確認できなかった → (A)へ

→ できなかった → → 有効な保険証が確認できた → 所定の窓口負担額を徴収 →
レセプト請求（窓口徴収分以外の

分）

→ 国保資格証明書を確認した → 健保点数により10割負担を徴収 → 「特別療養費」としてレセプト提出

→
→

×

（これまでであれば）

一旦10割分徴収する等の対応（未収

金発生防止）するが、マイナンバー

カードは持参しているので、10割徴

収しない

=
＊従来の保険証と、マイナ保険証の

場合とで対応に決定的な違い。

→ →

できた

※「被保険者資格申立書」記入内容

の整合性については、窓口での確認

不能

※「被保険者資格申立書」記入と口

頭確認と両方できた場合、どちらを

優先するか不明

→

「被保険者資格申立書」に記入、又

は過去の受診時資格情報の負担割合

を徴収

※負担割合が「わからない」と記入

された場合、窓口負担徴収が不可能

に

→

「被保険者資格申立書」の記入に基

づき、又は過去の資格情報によりレ

セプト請求（窓口徴収分以外の分）

=

支払は保険者が特定できない場合、

災害時の取扱いを参考に保険者等で

按分

※保険料の支払いがない等有効な保

険資格なければ、すべて市町村国保

の資格と扱われるか

→ できなかった又は記入を拒否された → → できた →

過去の資格情報（保険者番号、被保

険者番号）に基づき、所定の窓口負

担額を徴収

→

過去の資格情報（保険者番号、被保

険者番号）に基づきレセプト請求

（窓口徴収分以外の分）

=

支払は保険者が特定できない場合、

災害時の取扱いを参考に保険者等で

按分

※保険料の支払いがない等有効な保

険資格なければ、すべて市町村国保

の資格と扱われるか

= 被保険者証の確認で事足りること → できなかった → ※窓口負担の徴収が不可能 →

資格情報（保険者番号、被保険者番

号）不詳のままレセプト請求

（10割請求）

※マイナンバーカード持参であれ

ば、保険診療対象外の診療を除き、

自費診療があり得ない仕組みに

※実際は保険未加入な場合等、本来

不要な公金支出が発生し得る

=

支払は保険者が特定できない場合、

災害時の取扱いを参考に保険者等で

按分

※保険料の支払いがない等有効な保

険資格なければ、すべて市町村国保

の資格と扱われるか

過去の資格情報が確認できるか

患者のスマートフォンでマイナポー

タルの資格情報画面の確認ができる

か

被保険者証の確認

できた

（再診の場合）

保険資格の異動があるかを確認

表示された資格情報と、保有するカ

ルテ等にある患者情報とを照合確認

「システム障害時モード」での資格

確認ができるか

※停電時等は復旧後にしか当該モー

ドが使用できない（停電時のシステ

ム対応を想定してない）

※顔認証の不具合は「目視」による

確認可としているが、目視確認の判

断基準が曖昧で責任の所在が不明

（再診の場合）

保険資格の異動があるかを確認

できた

（初診の場合）

表示された資格情報と、診療申し込

み書等に記載された患者情報とを照

合確認

確認できた

マイナ保険証での資格確認

※保険料を払っている者か否かの確

認は不可能

（再診の場合）

保険資格の異動があるかを確認

（初診の場合）

表示された資格情報と、診療申し込

み書等に記載された患者情報とを照

合確認

表示された資格情報と、保有するカ

ルテ等にある患者情報とを照合確認

（初診の場合）

表示された資格情報と、診療申し込

み書等に記載された患者情報とを照

合確認

有効な保険証が確認できなかった

※持参していないだけか、有効な保

険資格がない場合等の区分が、窓口

では不可能

※「個々の医療機関の判断による柔

軟な対応」が不明確

有効な保険証が確認できなかった

表示された資格情報と、保有するカ

ルテ等にある患者情報とを照合確認

(A)

保険証の確認ができるか（患者持参

の場合）

※保険証廃止後はこの確認ができず

（廃止にもかかわらず確認に利用は

矛盾）

「被保険者資格申立書」を患者が記

入、又は過去の資格情報から変わり

がないことの口頭確認ができるか

※患者が障害等何らかの理自由で記

入できない場合が想定される

※有効な保険証の交付を受けている

前提の様式で、有効な保険証がない

ことを想定していない
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